
発行・編集/1:川市秘川県(1-.111 di大手1-11-16ft⑫4100) 発行11/彼111 f 1・1611 印刷/tlt iJ~印刷(仰

広報

第 992号

主
な
内
容

9H定例I抗議会がIl日会---・H ・--…………… 2・3

10月10FIにt-.ITI山賊場ハーフマラソン・・……・4
健康メモ、尚齢者シリーズ②・…・……-……--5 

保育匝I63年度の入邸受付……・………--6・7
カメラレポ…………………………………8・9

市民がイド………---・ H ・--…---・ H ・-………10・11

-わんぱくカーニパル

児，-ittl・'，i十11:法施行40n，i~I~を "é念したfわ

んl.f<カーニ.I'~ル」ヵ<9 月 13r1 、 向空会

巡回l公開で聞かれました.会場には、

γfトンボや折り紙などの遊びの広場を

はじめ、人形劇のJ-.iiii(=写真)、消防

肉動・IIの体験泉市など悦りだくさんの
似し物があり、 11附uとあって大勢の
家抜述れでにき'わいました。

市民の動き(9)Jln現住)総人口117.684人(+110) 世指数37，421UI:':f} (+ 22) ( )内は前J1比です。



9月定例
市議会

からa・・E市若桂ヨヨf邑，;_'-

~通網、浅聞記三

などに努力

9月定例市機会が、 9月8白から始まり、

9月25日まで18日間の会期で聞かれました。

今回lま、下水道使用料金を引き上げる 「上田

市下水道条例の一部改正案」、「昭和62年度上

回市一般会計補正予算案Jなど14蛾案、 4報
告案が提案・審識されました

提案鋭明をする永野市長(手前)

当
面
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て

ひ
ょ
う
害
対
策

八
川
十
---H
の
降
ひ
ょ
う
に
よ
り
、

米
塩
川
地
同
を
小
心
に
、
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
、
犯
さ
な
ど
の
農
作
物
に
大

き
な
被
小
川
口
を
受
け
ま
し
た
。
市
で
は
、

作
農
協
と
述
給
を
取
り
合
い
、
市
議

の
呼
び
か
け
、
病
閣
の
発
生
防
止
な

ど
を
実
線
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

樹
勢
の
回
復
を
図
る
な
ど
生
産
の
安

定
に
向
け
て
指
導
し
て
い
く
与
え
で

す。
自
然
災
害な
ど
に
備
え
て

今
後
と
も
市
民
の
防
災
に
対
す
る

理
解
と
怠
識
の
一
H

同
時
を
岡
り
、
自
主

防
災
組
織
の
作
成
、
桁
絡
に
も
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

ん
川

.
け
の
地
泌
総
合
防

災
訓
献
で
は
、
地
域
に
お
け
る
災
苫

へ
の
備
え
を
雌
秘
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
交
流

七
月
ニ
ト
五
日
の
「
上
一
回
わ
っ
し

ょ
い
」
に
、

出
石
町
の
皆
さ
ん
を
ご

招
待
し
、
淡
い
友
情
の
き
ず
な
を
結

ぶ
よ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
九

月
二
十
七
日
に
は
、
市
民
の
森
体
育

館
の
竣
工
式
に
鎌
倉
市
の
家
庭
同
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
同
聞
き
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

9月1日の防災訓練から

交
通
網
の
建
設
促
進

マ
関
越
道
上
越
線

問
全
総
や
冬
州
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

の
聞
係
か
ら、

他
殺
が
促
進
さ
れ
る

も
の
と
与
え
ら
れ
ま
す
。
同
の
計
両

で
は
、
佐
久
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

は
昭
和
六
十
七
年
度
に
、
ま
た
佐
久
・

一民
地
問
は
昭
和
ヒ
十
二
年
度
ま
で
に

上
回
バ
イ
パ
ス
の
工
事
(
舵
沢
徳
で
)

[2J 

供
用
開
始
と
い
う
方
針
が
盛
り
込
ま

れ
、
今
年
度
末
ま
で
に
は
ル

l
ト
が

発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

マ
よ
回
バ
イ
パ
ス
(
第

一
期
「
ム
区
)

ほ
ぽ
全
線
に
わ
た
っ
て
の
柿
装
工

事
、
蛇
沢
一
橋
の
床
臨

r事
む
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
米
が
の
供
用
附
始

後
の
円
滑
な
交
通
の
確
保
や
バ
イ
パ

ス
の
交
通
税
制
に
つ
い
て
も
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
.

マ
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル

八
川
-
-
ト
八
日
に
は
通
式
が
行
わ

れ
、
開
通
も
予
定
よ
り
半
年
ほ
ど
n十

〈
、
米
年
秋
ご
ろ
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
上
聞

・
丸
子
線
の
未
改
良
院

聞
の
解
消
に
つ
い
て
も
強
く
働
き
か

け
を
し
て
い
き
ま
す
。



浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

地
域
指
定
に
つ
い
て
は
、
県
に
お

い
て
固
と
の
事
前
折
衝
は
ほ
ぼ
終
了

し
、
正
式
申
請
の
段
階
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
研
究
開
発
型
企
業

団
地
を
主
体
と
す
る
よ
田
リ
サ
ー
チ

パ
l
ク
の
建
設
が
、
来
年
度
か
ら
県

営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
計

画
の
早
期
実
現
に
向
け
て
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
改
定

で物
す 価 下
カずも水
、比 道

四較使
年 的 用

〆/九' 間安料
χ: 料定食
金しに

とf のてっ
ノ 事患いい

えるて
霞時 は
き期

を
し
て
き
た
下
水
道
事
業
の
健
全
化

を
考
、
ぇ
、
改
定
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い

て
も
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
家
賃

研
究
委
員
会
を
設
置
し
、
現
行
家
賃

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
も
ら
い
、
見

直
し
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
案

-
上
回
古
川
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

下
水
道
使
用
料
金
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、

一
一般
周
平
均
三
四
%
の

引
き
上
げ
改
定
を
す
る
も
の
で
す
。

固
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

市
民
の
森
体
育
館
の
設
議
に
伴
う

所
要
の
改
正
。

一
一
般
会
計
補
正
予
算
案

完成した市民の森体普館

今
凶
の
補
正
舗
は
、
七
億
七
千
間

百
四
方
三
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
る
補

正
後
の
総
頼
は
二
百
二
十
四
億
二
千

九
百
九
十
六
万

一
千
円
と
な
り
、
前

年
同
期
に
対
し
て
四

・
五
%
の
増
と

な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の

市
僚
二
億
四
千
八
百
二
十
方
向
、

市
税

一
億
五
百
二
十
六
万
七
千
問
、

地
方
交
付
税

一
億
円
な
ど
、
い
ず
れ

も
収
入
可
能
な
範
囲
内
で
計
よ
し
ま

し
た
。歳

出
の
主
怠
も
の

-
総
務
費

マ
C
A
T
V
回
線
を
利
用
し
た
デ
ー

タ
通
信
の
笑
験
に
補
助
金
六
百
四
十

万
円

(上
田
商
工
会
議
所
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
研
究
会
へ
委
託
)
。

マ
テ
レ
ト
ピ
ア
関
連
事
業
拡
充
の
た

め
、
側
上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

へ

出
資
金
百
万
円
。

-
民
生
費

マ
寝
た
き
り
老
人
用
の
特
殊
ベ

ッ
ド

な
ど
の
購
入
に
六
十
三
万
円
。

マ
緑
が
丘
西
地
区
の
下
排
心小
路
の
改

修
、
伊
勢
山
地
区
の
道
路
改
良
な
ど

工
事
費
で
二
千
百
十

一
万
円
。

-
鎌
林
水
産
業
睡
眠

マ
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
二
棟
分
お
よ

び
組
選
機

一
式
で
九
百
八
十
八
万
円
。

マ
別
所
地
区
の
農
道
改
良
舗
装
、
小

之
粂
地
区
の
水
路
改
修
な
ど
ぺ
千
九

百
二
十
五
万
円
。

マ
殿
城
地
区
の
県
営
ほ
場
技
術
、
東

山
地
区
の
農
地
治
成
な
ど
、
制
法
設
計

委
託
料
と
し
て
千
四
百
四
十

一
万
円
。

マ
六
ケ
村
堪
地
区
な
ど
七
か
所
の
水

路
新
設
工
事
な
ど
に
四
千
四
百
三
十

万
円
。

校学神

よ
岡
市
と
J
R
上
田
駅
で
は
、
姉

勧

妹

都

市

・
兵
庫
県
出
石
町
へ

「上
関

比

市

民
号
」
で
親
善
訪
問
す
る
計
画
を

が

し
て
い
ま
す
。

持

三
方
を
山
で
固
ま
れ
た
出
石
町
は、

静
か
で
美
し
い
自
然
に
怒
ま
れ
た
城

下
町
で
、
年
間
八
十
万
人
も
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
合
併

・
商
工
由

貿

三

十

周

年

に

あ

た

り

、

市

民

号

が

訪

マ
仁

聞

城

中

日

ι

問
す
る
十

一
月
三
日
に
は
、
お
城
祭

三
百
五
十
万
円
。

り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

マ
丸岡側
、
下
川
原
柳
地
区
へ
街
路
灯

期

日

十
一
日

一
日
制
1
四
日
制

設
経
補
助
金
百
六
十
七
万
円
。

会

費
二
万
九
千
五
百
問

-
土
木
費

募
集
人
員

二
百
五
十
名
(
百
五
十

マ
品
川
市
悶
川
改
修
に
二
千
七
百
万
円
、
名
以
下
の
場
合
は
、
パ
ス
に
変
更
)

姪
沢
川
改
修
に
千
五
百
万
問
。

行

程

マ一

般
市
逃
改
良
舗
装
工
事
に

一
位

マ

一
日

大

屋

U
R
上
回
(
四
一
初

五
千
万
円
。

{

ご
ろ
発
)M
U
R
西
上
回

M
門

円

v
浦
野
川
橋
架
け
替
え
の
た
め
の
調
P

マ
ニ
臼
M
M
R
京
都

M
R
綾
部
:
:
:

究
委
託
料
五
百
万
円
。

天
橋
立
・
:
:
・
日
和
山
海
岸
:
:
:
玄

・
教
育
費

武

洞

:
:
:
繊
崎
温
泉
(
泊
)

マ
第
六
中
学
校
の
備
品
類
購
入
な
ど

マ
三
日
城
崎
温
泉
:
:
:
出
石
町
見

に
六
千
二
百
五
十
万
円
。
移
転
建
設

学
・:
お
城
ま
つ
り
:
:
:
盟
問

u
o

さ
れ
る
第

一
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の

マ

四
日

H
n
R西
上
回

M
n上
回
(
7

給
食
設
備
飾
品
類
に
約
千
六
百
万
円
。

一
∞
ご
ろ
者
)
M
n
E大
屋

マ
第
九
を
歌
う
金
、
朝
日
陶
芸
展
、
申
込
先

J
R
上
田
駅
{
宮
@
3
1

上
回
高
校
甲
子
園
出
場
に
そ
れ
ぞ
れ

1
8
)

補
助
金
を
計
k
。

姉
上妹
回都
市市
民ム
笠若:
」 国丁
訪主〉
聞包

広報うえだ62.10.1 [31 



第1固
J:. .， 
g獄錫

ti?1回「よ回古戦場ハーフマラソン大会Jは、
いよいよ10月10日ωの河本管の日*に行われます。
選手の皆さんは、体調を繋えてご/f'，場ください。

また、市民の皆さんも、大会当 日は沿道で温かい

ご声援をお願いします。

・スタート
と き 10月10EIω午前1011寺(悶プゼ決行)

ところ 上岡市民会館前

(ゴールはよ 田市営陸上続技場です}

-アトラクション
大会名にふさわしく、次のア トラクションで合

戦気分を盛りよげます。

①兵田陣太鼓による出陣大鍍の披館。

②兵上u十勇士の勢ぞろいと紹介。
<C!XIDはスタート前に市民会宣告前で行L、ます)

③上出城、米LIJ減、須々-tt城、合凶山から一斉に
総火(のろし)をよげてスタートの合図。

④やまびこ太鼓およひ~}*田十勇士が、分岐点で陣

頭指掠をとりながらコースの案内をします。

・突通規制I~ご協力を
当 日、 午前10時から正午までコースおよび周辺

道路の交通規制が行われますので、皆さんのご協

力をお願いします。

広報うえだ62.10.1 (4] 



高
齢
者
シ
リ
ー
ズ

②

A 
骨

お
年
寄
り
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事

故
が
も
と
で
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の

一
つ
と
し

て
骨
折
が
あ
り
ま
す
。

欧
米
で
は
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
が

寝
た
き
り
の
主
な
原
因
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
脳
卒
中

が
減
っ
て
き
て
い
る
二
と
か
ら
、
骨

折
が
寝
た
き
り
の
主
な
原
因
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
骨
折
に
よ
っ
て

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど

ん
な
点
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

お
年
寄
り
と
骨
折

同
(
阿
は
老
化
と
と
も
に
そ
の
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
分
が
減
り
、

A
H
の
硬
さ
が

失
わ
れ
、
折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
ち
り
っ
と
転
ん
だ
だ
け
で
も

「大
腿
骨
顕
部
骨
折
」
(
大
も
も
の
骨

折
)
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

折
寝
た
き
り
を
防
ご
う

ま
た
、
太
も
も
の
骨
折
が
治
っ
て
も
、

そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
と
な
っ
て
し
ま

う
ケ
!
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

高
齢
に
な
る
と
、
骨
折
以
外
に
も

「
供
そ
し
よ
う
症
」
と
い
う
病
気
に

か
か
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
極
端
に
減

り
、
付
が
ぽ
ろ
ぼ
ろ
に
近
く
な
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。
疲
状
と
し
て
は

腰
痛
や
背
中
の
痛
み
な
ど
で
す
が
、

特
に
骨
が
弱
く
な

っ
て
い
る
た
め
、

簡
単
に
什
折
を
お
、
」
し
や
す
い
こ
と

で
す
。
と
こ
ろ
で
什
折
は
、
高
齢
の
女
性

に
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性

は
閉
経
を
境
に
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
が
紛
れ
、
骨
の
中
の
成
分
が
ぬ
け

や
す
く
な
り
、
骨
そ
し
よ
う
症
に
も

か
か
り
ゃ
す
い
か
ら
で
す
。

骨
折
を
防
ぐ
に
は

ま
ず
、
転
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
①
散

歩
、
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ
、
体
力

の
低
下
を
防
ぐ
②
危
険
な
場
所
で
は

手
す
り
を
つ
け
る
な
ど
生
活
環
暁
を

断
続
え
る
③
転
び
や
す
い
人
は
、
フ
え

な
ど
を
使
用
す
る
④
は
き
も
の
は
滑

り
に
く
い
も
の
を
廠
く
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
か
ら
午
乳
、
小
魚

類
な
ど
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
取
り
、

骨
の
成
分
の
減
少
を
防
ぐ
こ
と
も
大

切
で
す
。

適
度
な
運
動
を

年
を
亙
ね
て
く
る
と
、
足
や
腰
が

痛
い
と
訴
え
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

痛
み
が
長
び
く
と
、
体
力
の
低
下
を

来
し
、
や
が
て
は
寝
た
き
り
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
も
多
い
の
が

正
し
い
救
急
法
の
知
識
と
、
「
救
急

川
口
只
」
の
資
絡
取
得
の
た
め
の
講
習
会

川
の
受
読
者
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ

と

き

十

月
二
十
四
日
的
、
二

腰
の
鰯
み
、
次
い
で
ひ
ざ
の
痛
み
で
川
十
五
日
側
、
十

一
月

一
日
制
(
計
二

す
が
、
こ
れ
が
お
年
寄
り
の
歩
行
機
〉
十
時
間
)
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

能
の
低
下
に
影
斡
を
及
ぼ
し
ま
す
。
川
午
後
五
時
ま
で

マ
と
こ
ろ

上
問

予
肋
と
し
て
は
、
①
惑
い
姿
勢
を
~
市
市
央
公
民
館
(
文
一
化
セ
ン
タ
ー
)

。

直
す
②
腰
痛
体
問
慨
を
す
る
③
窓
い
物
二
V

定
員

三
十

人

マ

参
加
資

三
千

を
持
ち
ょ
げ
る
と
き
は
設
心
を
低
く
山
門
マ
募
集
期
限

十
月
十
九
日
間

し
、
体
を
物
に
近
づ
け
る
、
こ
と
が
V

マ
申
し
込
み

日
本
赤
十
字
社
長
野

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
に
は
、
開
~
県
支
部
事
業
課
宮
0
2
6
2
@
2
0

節
を
係
滋
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
の
~
7
3

で
、
適
度
な
運
動
で
筋
肉
の
い
縮
を
〈

防
ぐ
よ
と
も
大
切
で
す
。

一

青

年

海

外

協

力

隊

隊
員
募
集
の
説
明
会

※
腰
痛
体
操
・
:
背
中
や
腹
の
筋
肉
を
川

強
く
ナ
る
目
的
で
行
う
体
操
。
~
悶
際
協
力
事
業
団
で
は
、
次
の
と

へ
お
り
m同
年
協
力
隊
の
隊
員
を
募
集
し

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
諜
(
内
山
て
い
ま
す
。
説
明
会
も
開
催
し
ま
す
。

線

2
9
1、
2
9
0
)

川

マ
募
集
期
間

十
月
十
五
日
附
か

山
ら
十

一
月
三
十
日
川

マ
資
格

原

〉
則
と
し
て
、
満
二
十
歳
以
上
三
十
沢

川
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
ち
つ
脅
年
男

へ

女

マ

説

明

会

十

月

二
十
九
日
嗣

川
午
後
六
時
か
ら
よ
回
術
文
化
セ

ン

J

タ
l

(
入
場
無
料
)
マ
問
い
合
わ
せ

い
県
庁
青
少
年
家
庭
課
宮
0
2
6
2
@

川

o
l
-
-
(内
線
2
2
3
7
)

利用していますか

「市政ガイドうえだ」

市民生活に必要な手

続きや施設などをわか

りやすくまとめたえfイ

ドブックです。身近に

遣いて活用しましょう。

日
本
赤
十
字
社

毅
急
法
普
通
科
講
習
会

広報うえだ62.10.守[5] 



健
や
か
で
、
心
豊
か
な
子
ど
も
に

回
年
度
の
入

保
育
闘
は
、
筏
間
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
乳
幼
児
を
阪
か
り
、
家

曜
の
保
秘
話
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る

こ
と
を
付
的
と
す
る
児
童
福
祉
総
設

で
す
。来
年
同
月
に
保
育
闘
へ
入
闘
を
希

望
す
る
児
設
の
た
め
に
、
次
の
と
お

で
人
同

リ
件
保
育
附
(
公
・
私
立
)

受
付
を
行
い
ま
す
。

-
入
国
で
き
る
基
準

入
間
で
き
る
児
飛
は
、
次
の
①
か

ら
⑦
ま
で
の
場
合
で
、
同
厄
の
親
族

そ
の
他
の
人
が
児
戒
を
保
行
で
き
る

場
合
は
、
原
則
と
し
て
入
閣
で
き
ま

も』

、，A:'"

付

せ
ん
①
保
泌
者
が
外
で
働
い
て
い
る

②
保
護
折
が
子
ど
も
と
雌
れ
て
家
協

内
で
特
定
の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
出
産
め
前
後

④
保
滋
者
が
病
気

⑤
保
護
持
が
病
人
の
否
穫
を
し
て
い

る
笹
森
躍
の
災
蛍
円

⑦
特
別
の
事
情
で
市
長
が
認
め
た
場

A
H
 

・
長
時
間
保
育

長
時
間
保
掛け
を
実
施
し
て
い
る
保

育
悶
は
、
別
表
(
七
ペ
ー
ジ
)
の
と

お
り
で
す
。
こ
の
場
合
、
長
時
間
保

育
料
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
闘
で
相
談
の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
障
害
児
保
育

集
団
体
ぃ活
が
可
能
で
通
聞
で
き
る

経
度
な
障
害
児
の
場
合
に
、
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
受
入
体
制
を

考
慮
し
ま
す
の
で
、
保
育
課
へ
ご
相

説
く
だ
さ
い
。

・
入
園
申
請
書

巾巾拙削
4
4
u

は
、
復
関
児
に
つ
い
て
は

各
保
育
園
か
ら
お
波
し
し
ま
す
。
新

た
に
入
閣
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

各
保
育
問
、
保
育
謀
、
各
支
所
ま
た

は
民
生
(
児
議
)
委
員
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

-
申
請
方
法

入
問
中
務
舎
に
必
袋
事
項
を
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
別
表
の
決
め
ら
れ

た
日
に
希
望
す
る
保
育
関
へ
提
山
し

て
く
だ
さ
い
。
在
園
児
、
新
入
闘
旧
ん

と
も
同
じ
日
に
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

・
添
付
書
類

@
震
で
収
入
が
あ
る
人
の
六
十

二
年
分
源
泉
徴
収
祭
の
写
し
が
必
要
で

す
が
で
一
月
末
に
な
ら
な
い
と
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
二
月
一
日
か
ら
同
十
日

ま
で
に
保
育
幽
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

②
内
職
や
パ

ー
ト
な
ど
で
保
育
で

き
な
い
人
は
、
申
問
削
舎
の
証
明
欄
に

事
業
所
の
証
明
が
、
病
人
の
者
稽
ま

た
は
保
護
者
が
病
気
の
場
合
は
そ
の

診
断
啓
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

①
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な

い
人
は
、
母
子
手
帳
を
お
見
せ
く
だ

さ
い
。④
保
髄
者
以
外
に
同
居
の
償
父
母

が
い
る
が
保
育
で
き
な
い
場
合
に
は
、

保
有
で
き
る
い

こ
と
を
証
明
す
る
警

類
(
診
断
舎
な
ど
)
が
必
要
で
す
。

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
i
ク

塩
田
平
を
歩
こ
う

(6] 

十
月
は
「
い
ざ
鎌
倉
」
で
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程
:
・
十
月
二
十
五
日
剛
、
上
回

交
通
塩
田
町
駅
に
午
前
九
時
集
合
、

ド
之
郷
で
午
後
三
時
解
散

コ
ー
ス
:・

「
い
ざ
鎌
倉
」
、
滋
田
町
駅

|
上
本
郷
l
前
山
寺
l
嫌
合
街
滋

|
安
斡
神
社

l
下
之
郷
(
九
回
)

参
加
費
・:
三
百
円
(
資
料
代
、
保
険

料
な
ど
)

持
ち
物
・
:
畳
食
、
部
記
用
具
、
メ
モ

帳
、
雨
具

申
込
先
・・・
塩
田
平
を
歩
く
会
事
務
局

告
⑬
5
2
2
9

広報うえだ62.10.1 

上
回
女
子
短
大

児
童
文
化
研
究
大
会

マ
と
き

十
月
十
七
日
出
午
後
一

時
か
ら
凹
時
三
十
分

マ
と
二
ろ

上
回
女
子
短
期
大
学
マ
内

容

・

講
演
(
「子
ど
も
の
発
逮
と
遊
ぴ
」
加

古
総
合
教
育
研
究
所
長
町
山
向
島
干
さ

ん
)

・
分
科
会
{
心
ゆ
く
ま
で
あ
そ

ぶ
子
ど
も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
子
育
て
・

日
本
の
子
育
て
、

地
域
の
児
意
文
化

活
動
)

マ
そ
の
他
臨
時
保
管
室
-を

設
践
し
ま
す

マ
問
い
合
わ
せ

よ

悶
女
子
短
期
大
学
宮
⑬

2
3
5
2



⑤
自
営
業
や
農
業
な
ど
に
よ
り
確

定
申
告
す
る
人
は
、
確
定
申
告
後
、

申
告
舎
控
え
を
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
に
保
育
園
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

-
中
途
入
顕

年
の
中
途
で
も
、
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
入
国

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

定
員
な
ど
の
関
係
で
希
望
す
る
聞
に

入
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
十
め

に
保
育
諜
へ
ご
相
賊
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

保
管
課
(
内
線
3
8
9
)

手
づ
く
り
給
食
で

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

幼
児
期
で
H
M
も
大
切
な
基
本
的
生

活
習
慣
の
自
立
や
情
緒
を
行
て
、
ぷ

だ
ち
と
仲
よ
く
遊
べ
る
思
い
や
り
の

あ
る

f
ど
ら
に
な
る
こ
と
を
闘
っ
て

保
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
献
立
で
、
新
鮮
な
材
料
を
使
っ
て
、

手
づ
く
り
給
食
を
実
絡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
給
食
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

体
力
づ
く
り
と
正
し
い
食
料
償
の
確

立
を
日
指
し
て
い
ま
す
。

63年度保育園入園受付日程表
毛ι:!r 廻 名 所在地 長時間 乳児保育 受付 B ~ f寸 時 間 電 話

保育 印象児) 月日

甘 露 閣 上鍛冶町 ~ b匝 実施 11 5附 午後1時-4時30分 22-7665 
英理主保育園 新 回 実施 ~ ~ 11 5附 午後1時-4時30分 22-1147 
~ミカエル保育劉 馬場町 3陸路 11 5附 午後1時-4時30分 22-1361 
歓 .. 国 飯紡都 実~ 11 5附 午後1時-4時30分 22-1595 
極楽寺保育園 中之条 実 B匝 11 5附 午後1時一4時30分 22-4064 
西丘保育園 町吉田 実~ 実 B匝 11 5附 午後1時-4時30分 35-1157 
常悶保育問 ~t 常国 実施 実~ 11 5同 午後1時-4時30分 22-1520 
秋和保育倒 秋 和 実施 実施 11 5附 午後1時-4時30分 27-8820 
ー好町保育倒 ー好町 実~ ~ ~ 11 5附 午後1時一4時30分 25-1160 
あゆみ保育閲 者E 弁 実施 実施 11 5附 午後1時-4時30分 23-0503 
市立 個 名

東部保育園 よ常田 実施 実施 11 6~鉛 午後1時-4時30分 22-0682 
南部保育園 雨天神田T 11 6健司 午後1時一41時30分 22-7108 
~t 4来 育 l則 城 ~t 11 6幽 午後1P寺-4時30分 22-34751 
ときわ保 ff倒 常t}町 11 6働 午後1時-4附叩分 27-01041 
盗尻保育閣 よ猛反 11 6働 午後1時-4時30分 22-3.m 
神川第一保育閣 大 度 11 1悦}() 午後1時-4時30分 35同 0299
神)11第一保育関 みすず台fW 11 1此}() 午後1o寺-4時30分 35-0349 
国分保育 111 国 分 11 l以外d午後1時ー4時30分 27 -0105 
神科第一保育園 長 Eも 11 1的)() 午後1時ー4時30分 22'-0597 
神科第一保育日目 西野竹 11 1瓜必 午後1時ー4時30分 22-0598 
滋箆殿保育!IJ 宮之上 実 B程 11 1的)() 午後1時-4時30分 22-6802 
梅が丘保育園 梅が丘 11 I的)() 午後1時-4時30分 35-1171 
塩産下保育閣 中 村 実施 ~ 8革 11 11附 午後1時-4時30分 22時 0887
川辺保育問 川辺町 ;ji; . 11 11附 午後1時一4時30分 22-5029 
下之条保育邸 F之粂 11 11附 午後1時-4時30分 27-2986 
泉悶保育副 回+- 回 11 11附 午後1時-4降30分 22-5163 
.I.i問中央保育創 上本郷 2た B量 実施 11 12(榊 午後1時-4時30分 38-2512 
東広悶保育閣 下之郷 実施 11 1浜村 午後1時-4時30分 38世 2609
商品五悶保育刷 手 地雇 11 l添付 午後1時一4時30分 38-2063 
ふたぱ保育闘 P..t 内 11 12附 午後1時一4時30分 38-2063 
嵐回北保育関 上小島 7健 B草 11 12附 午後1時-4時30分 38-2636 
減i1ll保育刷 flfi 野 11 13紛 午後1時-4時30分 31-2058 
白銀保育闘 仁内 問 11 13俗 午後1時-41時30分 31-2004 
E主演保 T1岡 下車~ 実施 実施 11 13ω 午後1時-41侍30分 31-2142 
小泉保有 |剖 .JR 11 1決(id 午後1時一41時30分 24 -7356 …" (都合により 指定IJに…で
11. 16lfl)ー11.21ωlfliij 8時30分~午後5時45分 きなかった方。書類不備のため1~

( 1ニ陥日は午後O時30分まで) 育園で受け付けできなかったli.

※盟殿保育闘の入|姐受付l立、闘舎改築のため農村環境改善センターで行います。

また、問い合わせは梅が丘保育園へお願いします。

長
野
県
発
明
研
究
会

記
念
講
演
会
を
開
催

長
野
県
発
明
研
究
会
設
立
二
十
五

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
次
に
よ
り

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
(
入
場

無
料
可
マ
と
き
ト
刀
ト
七
日
出
午
後
二

時
か
ら
同
時
マ
と
こ
ろ
中
央
公

民
館
(
文
化
セ
ン
タ
ー
)
マ
演
題

「
円
高
時
代
に
お
け
る
新
製
品
の
開

発
に
つ
い
て
」
(
社
団
法
人
発
明
学
会

長
豊
沢
豊
雄
さ
ん
て
「
や
さ
し
い
婦

人
の
発
明
に
つ
い
て
」
(
京
蒸
発
明
研

究
会
会
長
正
田
乙
女
さ
ん
)
マ
問
い

合
わ
せ
長
野
県
発
明
研
究
会
宮
⑫

3
0
5
3
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

姉
妹
提
携
記
念
で

房
山
獅
子
が
演
舞

上
回
凶
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は

十
月
十
七
日
、
土
浦
環
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
(
茨
M

城
県
上
浦
市
)
と
姉
妹

提
携
を
結
び
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念

し
て
郷
土
玄
能
の
房
山
御
子
を
次
に

よ
り
披
露
し
ま
す
。
市
民
の
品
目
さ
ん

も
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
十
月
十
七
日
出
午
後
二
時

か
ら
二
時
三
十
分

(
雨
天
中
止
)

と
こ
ろ
・
:
上
回
公
園
本
丸
跡
地

広糧うえだ62.世.守(71 



高部邦子さん

(36歳・踏入)

⑤ 転入者に聞く

グ
お
や
き
4

を
自
慢
料
理
に

商
都
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で

昨
年
四
月
、
兵
席
県
姫
路
市
か
ら
上

閏
市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
は
、

ご
主
人
と
子
ど
も
さ
ん
こ
人
の
四
人

で
す
。

|

|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

白
壁
の
家
並
み
が
あ
ち
こ
ち
に
あ

り
、
さ
す
が
古
く
か
ら
の
城
下
町
だ

と
思
い
ま
し
た
。
減
下
町
と
い
え
ば
、

い
ず
し

兵
庫
県
出
石
町
と
姉
妹
都
市
と
い
う

こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
鴬
き
ま
し
た
。

姫
路
市
に
は
十
二
年
も
い
た
の
で
、

芸術の秋・・・にぎわった照

第40同長野県展(上閉会場展)が9月6B 

から13日まで、 Jて山f:IJj主館で開催されました。
主俄はV，，!-， 信州美術会など。会場には日本j!Ii1、

洋画、彫刻、工芸の4部門合わせて約l7∞点

を展示。訪れた人たちは、力作ぞろいの作品

を真剣なまなさFしで見入っていました。

出
石
町
に
は
三
聞
は
ど
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
。
出
石
城
、
凪
そ
ば
、

出
石
焼
な
ど
な
つ
か
し
い
で
す
ね
。

i

|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

四
李
の
移
り
変
わ
り
が
、
と
て
も

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
忍
い
ま
す
。

主
婦
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
立
か
ら

秋
に
か
け
て
急
に
涼
し
く
な
る
の
で
、

衣
が
え
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

ス
キ
ー
は
、
家
族
会
員
が
大
好
き

で
、
姫
路
に
い
た
時
は
片
道
三
時
間

も
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

農産物が一堂に
上同市農協主{桜の幾tþ~祭が 9 月 19 ・ 20 8 、

上回公i刻と農協会館で聞かれました。問会

場では、果物・野菜を直売する青空市場、

花やぶどうなどの鈴鹿物品評会(=写真〉、

飾り ・民訴大会、小学生図i同展などの催し

があり、大勢の市民でにぎわいました。

I ~..-~I-J ト I -， 
上
聞
で
は
菅
平
ス
キ
l
場
・
な
ど
片
道

一
一
時
間
前
後
で
行
け
る
ス
.
キ
l
場
が

い
く
つ
も
あ
る
の
で
、
い
ま
か
ら
ス

キ
1
シ
ー
ズ
ン
が
待
ち
遠
し
い
ほ
ど

で
す
。こ
ら
ら
の
「
お
や
き
」
が
、
と
て

も
お
い
し
い
の
で
、
わ
が
家
の
自
険

料
理
に
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
マ
ス
タ
ー

し
た
い
と
思
っ
て
い
・
ま
す
。

ー
ー
ー
市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

文
化
凶
係
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

美
術
展
の
開
催
を
も
っ
と
増
や
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
で
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
も
う
少

し
嶋
殺
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。

[8J 

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を

い
だ
だ
き
ま
し
た
。

マ
藤
森
す
み
子
機
(
上
川
原
柳
川
)

タ
イ
ル
の
鐙
か
け
十
点
報
恩
袋
、

布
線
放
送
所
へ

マ
中
央
上
回
観
光
側
機
バ
イ
ク

一

台
、
携
帯
用
コ
ッ
プ
二
百
十
セ
ッ
ト

社
会
福
枇
施
設
な
ど
へ

マ
糊
石
原
産
換
社
員
一
同
様

九
万

五
千
六
百
五
十
二
同
社
会
福
祉
基

金
の
樹
立
金
と
し
て

マ
浅
井
益
香
努
様
(
北
天
神
町
)
二

万

一
千
七
百
六
十
三
円
社
会
福
祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
桜
井
慶
子
機
(
雨
天
神
町
)
百
万

向
上
回
市
育
英
会
基
金
と
し
て

広報うえだ62.10.1 

上
田
技
術
専
門
校

訓
練
生
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
来
年
四

月
か
ら
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
内
容
機
械
科
三
十
人
、

自
動
車
整
備
科
三
十
人
、
電
算
事
務

科
二
十
人
、
一
屯
チ
計
算
機
科
三
十
人

マ
試
験
日

十

一
月
二
十
六
日
山
州
、

二
十
七
日
制
マ
願
書
受
付
十
月

一
円
榊
か
ら
十

一
月
卜
六
日
開

マ

問
い
合
わ
せ
長
野
県
上
倒
技
術
専

門
校
宮
@
0
6
0
0



/ゴールヘ

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
到
米
|

|

市
内
の
小
学
校
で
は
、
九
月
ニ
ト

日
か
ら
運
動
会
が
始
ま
り
ま
し
た
.

こ
こ
消
川
小
予
防
は
で
も
川
口
、
巡

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
議
た

ち
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

戸
援
を
受
け
な
が
ら
、
か
け
っ
こ

(
写
真
て
綱
引
き
、
騎
馬
戦
な

ど
に
カ
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
し

た。

書きのこ覚えて
きのこのシーズンです。 9JJ 19 Hから 31111旬、

上山西武で fきのこ出示会」が|品l催されました。
市、上III保健所などの共催で、きのこに対する知殺や

毒きのこを党えてもらうのが11的。写tJ..J.必も併せ

て行われ、市民の!刷心をH乎んでいました。

相品

強力な助っ人!1
9 JJ 9目、 ト小JぶM消防本部に日本損
害保険協会から1)<榊式消防ポンフ自動車

1台が贈られました。贈呈式のj市で永野

市長は f向性能の!Iiをいただきありがた
く思っている。品近の火災は俊雄化して

いるので、たいへん役立つと思うJと述
べました。また、 l:回公閣では欣水実験

(=写真)も行われました。

干
曲
川
・
犀
川
の

絵
と
写
真
展
を
開
催

千
山
川
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
「
ポ

の
必
み
」
を
も
た
ら
す
母
な
る
川
で

す
。
建
設
省
千
胸
川
工
事
事
務
所
で

は
、
こ
の
千
曲
川
を
主
題
と
し
た
向

然
や
川
と
の
必
ら
し
、

-mと
縦
し
む

務
、
水
容
の
記
録
な
ど
の
絵
と
写
点
、

ま
た
土
日
使
わ
れ
た
水
防
工
事
の
工
具

な
ど
の
同
開
示
会
を
、
次
に
よ
り
問
削
惜

し
ま
す
。

マ
と
き
十
日
川
十
五
日
附
か
ら
ニ

十

一
日
附
午
前
九
時
1
午
後
五
時

マ
と
ニ
ろ
中
央
公
民
館
展
示
迩

マ
照
会
先
問

wm泌
{
内
線
3
4
2
)

生
き
活
き
ま
つ
D

開
惜
し
ま
す

償
問
ク
ラ
ブ
生
協

k
m支
部
で
は
、

今
年
も
「
生
き
活
き
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
:
・
ト
バ
ニ
ト
五
日
川
午
山
川
卜

一
時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ

-t
旧
制
造
館
、
長
一
池
公
幽
山

内
容
・
:
マ
命
日
必
お
コ
ー
ナ
ー

(

M

K

M

野
、
北
海
道
、

山
裂
な
ど
か
ら
参
付

加
)

マ
産
直
口
問
コ
ー
ナ
ー
(
鮮
尤

魚
、
果
物
、
菜
子
、
石
け
ん
な
ど
)
防

マ
お

栄

し

み

イ

ベ

ン

ト

広

照
会
先
・
・
・
生
前
ク
ラ
ブ
生
協
上
削
セ

ン
タ

l
(
宮
⑫
4
1
5
1
)

ω



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

を
開
催
し
ま
す

市
民
一
人
ひ
と
り
が
福
祉
問
題
に

つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
障
害
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
に
よ

り

「市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催

し
ま
す
。
マ
と
き
十
月
十
八
日
間
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
マ
と
こ
ろ

上

回
城
跡
公
閣
{
本
丸
周
辺
)
マ
内
容

障
害
者
の
作
品
展
示
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
パ
ザ
l
、
金
魚
す
く
い
な
ど
マ

問
い
合
わ
せ
福
祉
ぷ
(
内
線
3
7

3
}
 第

2
回

痴
ほ
う
性
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

マ
と
き
十
月
二
十
六
日
開
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
間
四
時
マ
と
ニ

ろ

上
岡
市
役
所
衛
庁
舎
二
階
保
健

セ
ン
タ
ー
マ
対
象
者

痴
ほ
う
性

老
人
を
か
か
え
る
家
族
マ
内
容

①
講
演
「
痴
ほ
う
性
老
人
を
ど
う
み

て
ゆ
く
か
」
購
師
は

さ
ら
く
苑
(
痴

ほ
う
性
老
人
専
門
施
設
)
職
員
の
甘

利
元
震
さ
ん
②
話
し
合
い
マ
そ
の

他

当
日
介
護
を
か
わ
っ
て
く
だ
さ

る
方
が
い
な
い
場
合
、
こ
ち
ら
か
ら

介
護
者
が
伺
い
ま
す
の
で
十
月
十
九

日
開
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ

問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
諜
{
内
線

2
9
1
)
 

行
政
相
談
所
に

お
出
か
け
を

十
月
十

一
円
刊
か
ら
十
七
日

ωま

で
は
行
政
相
賊
遡
聞
で
す
。
こ
れ
は
、

明
る
い
社
会
令
市
を
擁
泌
す
る
行
政

相
賊
制
度
が
、
広
く
理
解
さ
れ
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
国
が
設
け
た

も
の
で
す
。

週
間
中
に
は
、
各
種
の
行
穫
が
催

さ
れ
ま
す
が
、
特
に
下
表
の
行
政
相

談
所
で
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

仕
事
に
つ
い
て
苦
情
・
意
見

・
要
望

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
ぷ
(
内

線
3
0
3
)

と き ところ

午前9時~正午 沼恒1:公民館
10月13日ω

午後1時ー悶4時 川内公民館

午前9時ー正午 拍車市公民館

101'114日術
午後1時ー向4時 上野が丘公民館

行政相談所日程表(敬称略)

氏 名 住 所 電話

久保町良明 市内芳回333 @1120 

録城直巳 市内天神4-19-16⑫ 176 

訟川 険 市内吉岡454-1 @4715 

西i尺静江 市内訳上lμ4391 @3595 

行政相敵委員

明
る
い
選
挙
の

標
語
を
募
集

政
治

・
巡
常
に
対
す
る
怠
職
を
高

め
、
常
に
明
る
く
き
れ
い
な
選
晶
子
が

行
わ
れ
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
〈
明
る
い
選
挙
啓
発

様

mv
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容
明
る
い
逃
幣
推
進
に
関

す
る
も
の
マ
応
募
方
法

郵
便
は

が
き
に
標
語
(
何
点
で
も
可
)
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
明
記
し
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
(
応
募
作
品
は
お
返

し
し
ま
せ
ん
)
マ
送
付
先
〒
3
8

6

市
内
大
手
一
|
十

一
|
十
六

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

マ
蹄
切

日

十
月
二
十
日

ω
マ
入
選
作
品

入
選
考
会
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す

マ
問
い
合
わ
せ

よ
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
(
内
線
5
7
1
)
、
上
岡
市
明

る
い
選
挙
推
進
協
誠
会

な
お
、
応
募
作
品
の
版
柿
は
主
催

者
側
に
胤
し
、
入
選
作
品
に
つ
い
て

は
、
明
る
い
巡
併
推
進
の
た
め
掛
町
倒

的
に
前
川
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

(10] 

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

広報うえだ62.10.守

マ

と

き

十

一
月
五
日
閥
、
六
日

制
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま

で

マ

と
こ
ろ

上
回
市
民
会
館

マ
資
格
防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る

人

マ

受
鵬
料

金
員
三
千
円
、
非

会
員
三
千
五
百
円
マ
申
込
期
限

十
月
十
二
日
聞
か
ら
同
二
十
四
日

ω

ま

で

マ

由
申
し
込
み

消
防
本
郁
子

防
諜
宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
1
7

第
2
回
生
協
ま
つ
り
を
開
催

マ
と
き
十
月
十
八
日
間
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
マ
と
ニ
ろ

上

回
城
跡
公
園

マ
内
容

不
用
品
市
、

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
映
画
、
人
形

劇
、
ミ
ニ

S
L
な

ど

マ

問

い
合
わ

せ

長
野
生
活
協
同
組
合
点
信
支
所

宮

@
4
1
5
1

家
族
そ
ろ
っ
て
大
掃
除

十
月
は
「
秋
の
大
掛
除
月
間」

で
す
。
ん
家
絞
み
ん
な
で
大
口
叩
除

を
行
い
、
病
害
虫
の
発
生
泌
を

な
く
し
て
、
清
潔
で
住
み
よ
い

生
活
環
境
を
築
き
ま
し
ょ
う
。



訪
問
販
売
な
ど

被
害
防
立
の
た
め
の

消
費
生
活
講
座

市
で
は
‘
訪
問
販
光
な
ど
に
よ
る

被
古
防
止
の
た
め
の
「
消
費
生
活
成

山
崎
」
を
、
米
年
-

a

川
ま
で
符
公
民
舶

を
巡
同
し
て
聞
き
ま
す
.

ト
川
の
み
山
地
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
受
議
料
は
無
料
で
す
。

と
き
:
・
ト
バ
ヒ

n附
と
て
ト

.n

閥
、
い
ず
れ
も
午
後
じ
時
3
九
時

と
こ
ろ
・
:
川
西
公
民
館

テ
ー
マ
・
:
訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
プ

ル
防
止
の
た
め
に

保健予防諜
(内線289)保健コーナー

-三種混合予防接種 (3回目)

三都混合予防被碩{百日ぜき ・ジフテリア ・破

傷風)を 9fJの2阿"1こ続き、 3同日を別表のと

おり行います。

詳しくはJ広線うえだJ8月 1日号をご覧くだ
さい。

講
師
:
・
ヒ

H
H
市
職
品、

円

H
滝
沢
修

-
弁
護
士

そ
の
他
:
・
て
M
統
け
て
参
加
さ
れ
る

-
』
と
を
お
納
め
し
ま
す
。

二
十
一

毛
糸
機
械
編
み
の

受
講
生
募
集

働
く
附
人
め
家
で
は
、

山町
就
業
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
似
で
次
の
と

お
り
ち
糸
機
械
制
み
の
技
術
必
門
会

を
聞
き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。

マ
対
象
市
内
に
住
所
の
あ
る
綿

入
で
、
初
心
者
に
限
り
ま
す
。
マ
定

員

十
五
人
(
応
募
多
数
の
と
き
は

抽
選
)
マ
期
間

十
月
十
九
日
開
か

ら
ぺ
十
.
日
間
(
・

4

k
、
日
町
を

除
く
て
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

二
，
時
ま
で
マ
内
容

叫
引
き
し
、
ベ

ス
ト
、
セ
ー
タ
ー
な
ど
(
制
機
は
川

怠
し
ま
す
)
マ
由
申
し
込
み
卜
川
五

日
仰
よ
り
泡
話
(
宮
⑫
2
9
8
8
)

な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。
ポ
w
m
u
は

本
館
・ゴ

ル
フ
場
の
建
設
で

公
聴
会
を
開
催

て
い限
るで
i受は
問
高東
原告1I
カ関I
ン有In
ト{こ ・
リ""fo
l定
fll:'さ
楽ラH.

62年度(前期)三種混合予防接種目程表
会 上品 r. 暗餌十 対象 地 区
上副市保健センター 10 

東部 ・塩尻地区
(市役所前)f合21併) H 14 
上野が丘公民館

11 
村I科 ・盟殿地区(1)<) 

上田市保健センター 10 
南部 ・北部地区

(市役所術庁舎2階)
) J 
20 

神 川 地 |又公民館
IJ 
(火} 神川地区

上岡市保健センター 10 
中央 ・西部地区

(市役所南庁1r2附)
H 
22 

一一 世子 PlJ 1t、 館
日
城下地区|(-iQ 

JII 辺 関T 会 自己・ 10 川辺 ・泉問地区

阜悶母子健康センター
H 
塩田地区23 

11 
川西地区|川西社会福祉センター 幽

目提受付時聞は各会渇と も午後111寺30分から2時30分まで

マ部
の
佳
設
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
の
な
凡
を
削
く
た
め
、
次

の
と
お
り
公
崎
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

ト
川
卜
六
日
制
午
後
.

時
---
卜
分

マ
と
こ
ろ

点
部
町
和
公
民
館

公
聴
会
で
は
、
市
内
L

〈
ア
斤
川
、

ト八
ヤ
ト八
υ
問、

ト八
・一
子
お
ド
に
住
所
を
作

す
る
々
が
公
述
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
述
を
給
胡
れ
す
る
方
は
卜
月
八

H
Wま
で
に
県
申
1

て
へ
中
し
出
が
必

要
で
す
。

小
山
川
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
中
.
活
環
境
線
(
内
線
3
0
1
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
述
申
し
出
が
な
い
場
合

始まります
l二In rliの rl!ffl庇」は、 品質のよい魚介類を安価
でご家躍におMiけします。品物、{佃而絡はi消肖E資を者、
小ラ売壱}，I九1

委品会てで弘決め、広判、 イi綿欣送、広報l~lなどでお

知らせします。どうぞご手IJJllください。

1>産地デー予定日 l0J1151:l(札 11月14日出、 63

年 2J115AUJ)、 3η15 nω、 4丹15日幽

f産車デーj

は
公
聴
会
が
取
り
や
め
に
な
り
ま
す

の
で
、
ト
月
九
日
伽
以
降
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

点
字
図
書
の
貸
し
出
し

一
時
中
立
し
ま
す

上
川
市
…
-za附
内
航
で
は
、
代
日仰
の

舵
以
内
川
仰
い
仰
の
た
め
、
次
の
則
間
以
下

例
代
川
の
貸
し
出
し
を
中
止
し
ま
す
.

な
お
、
貸
し
出
し
以
外
の
業
務
は
、

泌
佑
ど
お
り
行

っ
て
い
ま
す
。

マ
期

間

十
月
卜
九
日
仰
か
ら
同

二一
ト
L
u
ω
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ

上
問
点
字
国
古
館
宮
@
1
9
7
5

今月の産直デー・ 10月15日(桐

量草 毎
魚 月
眉量 十
飽 i.:五
カ テ'日
底 i

上倒市

漫画巨費負金

290円

350円

①鮮さぱ(1尾)

②船凍いか(2ハイ)

この旗のある産直

協力J苫でどうぞ.

③新巻鮭(切身1009)130円

95円④ まぐろかす漬け(1枚)

広報うえだ 62. 旬~ 1 -
a司

E-

a

伺，，I
 



納

税

標

諸
問

入
選
作
測
点
決
ま
る

上
川
市
、

k
m
制悦路間初、

L
L
小
地

方
事
務
所
が
、
市
内
中
学
J

一年
生
を

付
み
に
「
納
税
相
官措
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
千
三
百
七
十
八
点
に
の
ぼ

る
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

依
重
に
審
貸
し
た
結
果
、

三
十
名
の

入
選
者
が
決
ま
り
賞
状
と
記
念
品
を

附
り
ま
し
た
@

こ
の
納
枕
棟
以
は
、
中
八
千
2

・
年
償

に
社
会
九
千
仰
の

.
院
と
し
て
、
日
常

生
前
の
中
か
ら
税
金
の
広
義
を
知

っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
納
税
訟
の

意
識
も
高
め
よ
う
と
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

ヒ九八八八七八
一 υ 一. 凹 ~ I 釘.て

鈴

木

ち

よ

さ

ん

馬

場

町

ん
C

高
橋
常
太
郎
さ
ん
川
辺
町
九
.

池
川
出
栄
さ
ん
朴
巾
桝
町
五
一日一

斜

辺

勝

さ

ん

合

升

四

九

日
川
入
財
削
さ
ん

ド
之

郷

ん

λ

竹
沢
淑
子
さ
ん
ド
川
似
柳
町
問
a

山
崎
市
γ
八
郎
怠
ん
ド

ω山
七

三

常
的
ト
ク
さ
ん

小

村

山
般
ル
庁
広
切
さ
ん
耐
戸
大
仙
川
町

林

ト

ミ

ヨ

さ

ん

れ

ド

h
h
M

伝

さ

ん

断

人

畑
野
ま
き
を
さ
ん
判
例
川

{
付
人
志
ん
さ
ん
下
之
郷

成
沢
本
太
郎
さ
ん
同
町

四
戸
ノ
ブ
さ
ん
い
仰
天
神
町

伴
針
倣
治
郎
き
ん
山
中
常
川

(
八
月
局
け
山
山
分

」
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
・

波
辺

一
雄
さ
ん

大
井
氏
犬
さ
ん

綴
川
戊
さ
ん

小
池
内
け
さ
ん

馬
場
実
さ
ん

小
泉
ち
よ
さ
ん

深
爪
盟
予
さ
ん

宮
下
い
と
さ
ん

宵
川
盟
治
さ
ん

L

中
野
忠
さ
ん

林
之
郷

ド・一世釘

掛

入
手

線

八
木
沢

小
・
以

分

去
半

過

七

八

上
川
原
柳
町
八
五

上

-m山
八

五

入
浴
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

-
よ
関
税
務
署
長
賞

マ
税
全
を
納
め
て
奴
か
な
街
づ
く
り

竹
内
兵
必
「
(
一
中
)

マ
税
4
4
で
切
か
な
社
会
み
ん
な
の
ね

が

い

白

川

災

住

(

て
小
}

マ
世
の
市
下
給
艇
が
な
け
れ
ば
川
ら

な

い

篠

原

市

下

(

山

中

)

マ
納
税
の
義
位
坊
を
は
た
し
て
川
る
い

社

会

徳

山
順
.
(
丘
中
)

マ
税
金
が
明
る
い
社
会
を
さ
さ
え
て

る

野

村

文

(

滋

問

中

)

マ
わ
が
社
会
あ
な
た
の
税
が
支
え

ま
す
一
品
僑
悦
チ
(
川
西
中
)

八九六八八八 114六じ
六・入 こわ:: :. II.六

山
間
義
光
さ
ん

占
平
は
な
さ
ん

念
沢
絵
美
さ
ん

桜
井
か
の
え
さ
ん

五
卜
嵐
ミ
セ
さ
ん

織
内
K
H
次
さ
ん

長
崎
つ
じ
の
さ
ん

附
点
似
さ
ん

叩
川
久
米
さ
ん

印刷沢

一
郎
さ
ん

僑
H
川り
っ
さ
ん

山
村

.袋
さ
ん

和
川
う
ら
さ
ん

長
谷
川
福
治
さ
ん

箱
田
線
維
さ
ん

飯

m熊
雄
さ
ん

上
派手院ド 1:新金 '1:院 1二JJIr.ド築下鍛
必 小単剛 常辺常常室冶
形』家内向1Ft.川 、予塚内川町問問地 tt町

-
よ
小
地
方
恵
務
所
長
賞

小
山
4

郎
(
.
中
}
、
山
崎
瑞
伎
(
て

中
)
、
小
林
忠
良
(
山
中
)
、
内
泌
総
，

r

(仏
中
)
、
柳
沢
リ
ん
{
胤
山
中
)
、
訂

以
麻
紀
子
{
川
州
中
)

-
よ
田
市
長
賞

小
村
か
お
る
、
杭
総
功
、
山
辺

r，r
(以
上
-
小
}
、
下
山
場
玲
子
、
熊

沢
災
休
、
加
磯
良
の
州
北(以
L
L
・-小}、

問
時
間
将
久
、
新
仲
汀
山
附
折
川
、
山
内
ド
香
織

(
以
上
川
小
)
、
ふ
附

a.夫
-r、
内
川

宵
片
山
夫
、
石
坂
元
秋
{
以
上
丘
小
)
、

北
村
山
浪
、
林
明
美
、
小
出
正
本

(
以
上
嵐
山
中
)
、
水
沢
謙
太
郎
、
原

一
忘
、
戸
島
清
美
(
以
上
川
西
中
)

八六八八じ八六八九九八じ九 八 三
五八九/~ •. Li. コ1'4 . _'二三

清

水

量

昭

さ

ん

鍛

冶

町

四

六

市

川

岡

さ

ん

岡

七

九

保

徳

.

さ

ん

ド

本

郷

六

五

符

原

平

太

さ

ん

中

市

川

じ

七

術
品
開
久
子
さ
ん

L
仁
川
原
柳
町
六
六

中
村
勝

prさ
ん

川
辺

町

四

五

町

川

川

次

さ

ん

小

組

じ

・

川

合

保

さ

ん

決

吋

泌
辺
や
す
日
比
さ
ん
林
・4
郷

小

林

巡

さ

ん

院

内

内
山
キ
ヌ
さ
ん
上
恥
叫

市

付

愛

子

さ

ん

手

彬

尚
比
沢
フ
サ
子
さ
ん
ド
峨

阿

沢

和

夫

さ

ん

御

所

柳
原
藤
雄
さ
ん
北
K
M川町

山
本
孝
・ぷ

さ

ん

新

mm

市の施設を見る会

今年は11月10日から舎周@jJ)r家庭の日J

八ヒ ーJ〈じ八" 【じ
五.仁六六 τ三間七 )L....:.. 

例年、秋に~/j値している「市の絡設を見る会j

を、今年は11月101l(刈 ・11.11附 ・131:1樹の 3H 

間行います。

日程や募集要領主主ど却制については、 10月16

日号・の「広報うえだJをご覧ください。
1>干必-d諜 (内線20 5) 

[12J 広報うえだ 62.10.守

10月18日(日)です

rnて与は、家庭の大切さを
.æ~していただくため、毎

)1第 3UD/linをf家庭の日J
と主主め、明るい家庭づくり

巡耐をjlliめています。
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